
　　　　

令和７ 年 3 月 15 日

10 時 0 分から 17 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
　『楽しみながら学ぶ』
　お友達と一緒に様々な活動を楽しみながら、将来に向けて「生きる力」を育んでいきます。

事業所名 虹とハシビロコウ 作成日支援プログラム

(1)認知機能の発達と適切な行動の習得…視覚、聴覚、触覚等の感覚を活用し、必要な情報を収集して認知機能の発達を促す支援を行う。
(2)空間・時間、数等の概念形成の習得…発達段階に応じた時間や数等の概念について理解を促し、実生活で無理なく活用出来るよう支援する。
(3)対象や外部環境の適切な認知と行動障害への予防及び対応…曖昧さを省き、わかりやすいスケジュールの設定や視覚化を取り入れる。行動障害の原因や本人特性の理解に努め、適切な
　 対応を心掛ける。行動面についてはソーシャルスキルトレーニングの実施により、適切な行動習慣の理解と習得に繋げる。

(1)言語の形成と活用…多くの言葉掛けや絵本の読み聞かせ、歌や言葉遊びなどを通して、様々な言葉に触れる機会を増やす。日々の活動や遊びの中で、言葉数を増やす。
(2)コミュニケーションの基礎的能力の向上…お友達とのやり取り、職員との関わりの中で、適切な言語の表出及び活用を支援し、発達段階に応じて個別支援を取り入れる。
(3)コミュニ―ケーション手段の選択と活用…絵カードや写真、知育玩具などの素材を活用し、興味ある物・好きな物等から言葉を増やし、場面に応じた意思伝達へと繋げる。

(1)他者との関わり・人間関係の形成…お友達との遊びや活動、職員との関わりを通して、他者との適切な接し方や距離感を学ぶ。異年齢交流を積極的に取り入れ、他者を思いやる気持ち
　 や敬う気持ちを育み、将来の人間関係構築の基礎を形成する。
(2)自己の理解と行動の調整…行動の振り返りを行う意識を育て、適切な行動をとる習慣や自己理解を促す。
(3)仲間作りと集団への参加…小集団での活動参加を通し、ルールの理解やお友達との適切な関わり方を習得する。

支援方針

①「遊び」や「楽しさ」から様々な経験を重ね、達成感や自信に繋げることで「諦めずに頑張る力」「生きていく力」を伸ばしていきます。
②四季を感じる行事やイベントを活動に取り入れ、季節感を味わいながら楽しいひと時を過ごします。
③お友達との関わりの中で自分や周りの人を大切にする「思いやりの心」「人との関わり方」を身につけます。また地域の活動やイベントにも積極的に参加し、地域の方たちと接する
　機会を増やすとともに「社会のルール」を学び、将来の社会参加を目指します。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・季節の行事（新年会、ひな祭り、流しそうめん、ハロウィン、クリスマスなど）
・農業体験（玉ねぎ狩り、さつまいも掘り）
・買い物学習（駄菓子屋さんでの買い物、外食）
・クッキングイベント（ホットケーキ作り、冷たいデザート作り、スイートポテト作りなど）

（別添資料１）

家族支援
・子どもの発達状況や特性の理解等に向けた相談援助及び情報共有
・家庭での困りごと等への相談援助

移行支援
・進路先や移行先に関する相談援助及び情報提供
・学校や保育所等との情報共有や支援方法の調整

地域支援・地域連携
・保育園や学校、併用事業所との情報共有や調整。支援方法についての情報共有
　及び相談援助。
・相談支援事業所との連携及び情報共有

職員の質の向上

・外部研修（強度行動障害支援者養成研修や苦情解決研修等）に参加し、
　参加後に研修報告会を開催し、研修参加者から事業所職員が学ぶ。
・内部研修（感染症に関する研修、虐待防止研修等）を積極艇に開催し、
　共に学ぶことで支援に反映させる。

支　援　内　容

(1)健康状態の維持・改善…事業所到着時に検温や体調観察を行い、活動中も心身の状態を観察する。日々の活動や療育支援を通して、心身機能の維持・向上に努める。
(2)生活のリズムや生活習慣の形成…適切なタイミングでの手洗いや排泄等の支援、水分摂取を促す。活動への参加及び終了の声掛け等を通して、時間を守る事などの習得を図る。
(3)基本的生活スキルの獲得…ADLの向上を図り、適切な場面で必要な支援を行う。また、個々の特性に配慮した支援や環境整備を行う。

(1)姿勢と運動・動作の基本的技能の向上…体を使う遊びや運動を通して、個々の発達段階に応じた身体機能の維持・向上に努める。
(2)身体の移動能力の向上…バランスや筋力の向上を図る活動や運動を日常に取り入れ、歩行能力の向上や転倒防止、体幹を鍛えることに繋げる。
(3)保有する感覚の活用及び感覚特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応…感覚統合療法に基く活動や遊び（ボール遊びやビジョントレーニング等）を行い、感覚の発達を促す。
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